
なぜ芥川龍之介『羅生門』の
語り手は変化するのか

『物語のレッスン』（土方洋一）

戸水 結心



テーマ設定理由

『羅生門』の語り手は変化する

→何のために？どのような影響を与える？

そもそも「語り手」って？



１章 芥川龍之介

『羅生門』

「下人の行方は誰も知らない」

下人の行方は読者1人1人の
〈読み〉に委ねられた

「下人は、既に、雨を冒して、京都の町へ強盗を
働きに急ぎつゝあった。 」



２章 『羅生門』における語り手とは

旧記 近代

外

内

２つの異なった世界語り手



３章 語り手の変化について

①《語り手＞作中人物》

語り手はどの作中人物が知っているよりも多くのことを語る

②《語り手＝作中人物》

語り手はある作中人物が知っていることしか語らない

③《語り手＜作中人物》

語り手は知っていることが作中人物よりも少ない

＝焦点化ゼロ



語り手＞作者、下人

→全知視点＝焦点化ゼロ

積極的に自己を顕在化する

《語り手＞作中人物》

物語

語り手

対象外！



結論

②外

①内

語り手
・「私」が語る→一人称の語り

・「語り手」が語る→三人称の語り
＝〈全知の語り手〉

①内側で展開

②外側で展開



視点を重ねる

→作中人物の心理を生き生きと描写できる

作中人物の世界を説明的に聞かせる

読者との心理的な共感を狙っている
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